
項目

対象児童

給付対象者

金額

申請方法

支払方法

申請受付期間

目的外利用す
る項目及び趣

旨

令和４年度武蔵村山市独自子育て世帯支援事業（児童手当特例給付世帯等給付金）

説明

　審査（児童手当特例給付受給者については、所得を確認することなく給付する。児童手当特例給付受給者以外の者については、
申請時の本人同意による目的外利用で所得情報を確認した上で給付する。ただし、令和３年１月１日時点で本市に住民登録されて
いない者については、市が当該者に係る所得情報を保有していないため、令和３年分の課税証明書を申請書に添付させる。）後、
申請の翌月中旬に決定通知を送付した上で、同月末に指定された口座（申請者の口座に限る。）に振り込む。

　受給者の⑴の者については、児童手当特例給付の受給者情報の目的外利用により６月中旬を目途に武蔵村山市から勧奨通知を
行った上で申請を受け付ける。
　その他の者については、市報等で広報した上で申請を受け付ける。

　対象児童1人につき10万円

　次のいずれかに該当する者のうち、基準日（令和３年９月３０日。ただし、新生児対象児童を対象として申請する場合は、その
出生日）から令和４年４月１日まで継続して武蔵村山市に住所を有する者
　⑴　令和３年９月分の児童手当特例給付受給者
　⑵　公務員であって、職場から令和３年９月分の児童手当特例給付を受給した者
　⑶　高校生対象児童のみを養育する者であって、その所得が児童手当の本則給付の制限を超える者
　⑷　新生児対象児童を養育する者であって、その所得が児童手当の本則給付の制限を超える者

　以下のアからウまでのうち、その保護者の所得制限超過により令和３年度武蔵村山市子育て世帯への臨時特別給付金の対象とな
らなかった者
　ア　児童手当対象児童　令和３年９月分の児童手当特例給付（令和３年９月出生の児童については１０月分。公務員に係る児童
に対するものを含む。以下同じ）に係る支給要件児童
　イ　高校生対象児童　平成１５年４月２日から平成１８年４月１日までに出生した児童
　ウ　新生児対象児童　令和３年１０月１日から令和４年３月３１日までに出生した児童

　令和３年９月分の児童手当特例給付受給者に対して勧奨通知を行うため、児童手当支給事務から「公的扶助」及びそれに付随す
る「氏名、性別、住所、生年月日」及び連絡をとる必要が生じる可能性を考慮して「電話番号」を目的外利用する。
　なお、対象者の現住所等については住基情報の目的内利用により、振込口座については申請書により把握する。また、令和３年
９月分の児童手当特例給付受給者以外の対象者に係る所得情報については、申請書で事前同意を得た上で個人住民税賦課事務から
目的外利用を行う（ただし、令和３年１月１日時点で本市に住民登録されていない者については、市が当該者に係る所得情報を保
有していないため、令和３年分の課税証明書を申請書に添付させることで把握する。）。

　令和４年６月中旬から令和４年９月３０日
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項目 実施時期 概要

システム改修 令和4年4月下旬から5月下旬
　児童手当で使用している保健福祉総合システムを、システム
改修し本事業を実施する。

勧奨通知 令和4年5月下旬から6月上旬
　受給者のうち⑴に該当する者にのみ勧奨通知を送付する。
　⑴以外の受給者は所得情報の把握ができないため、勧奨通知
は送らない

申請受付期間 令和4年6月中旬から9月30日(必着)まで
　郵送又は窓口で申請を受付ける。
　受給しようとする者は、全員申請が必要。

審査 令和4年7月上旬から10月中旬

　申請書を受け付ける際、本人同意を得て所得情報を目的外利
用する。
　令和３年１月１日に本市に住民登録がない者については、令
和３年分の課税証明書の添付が必要

支給 令和4年7月下旬から10月下旬
　申請日の翌月末に申請書で指定された口座に振り込む。
　指定の口座は、受給者本人の口座に限る。
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項目

支給対象児童

受給者

金額

申請方法

支払方法

申請受付期間

令和４年度武蔵村山市独自子育て世帯支援事業（子育て世帯臨時支援給付金）

説明

　令和4年7月1日から令和5年4月30日

　審査の上申請日の翌月中旬に決定通知を送付後、月末に指定の口座（受給者の口座に限る）に振り込む

⑴　令和4年6月30日までに出生届を出した方には、住基を基に申請書を郵送
⑵　令和4年7月1日以降出生届を出す方は、児童手当・マル乳の申請と合わせて申請

　対象児童1人につき10万円

　支給対象児童の保護者
　（児童手当の受給者・マル乳の保護者）
　※　所得制限なし

　令和4年4月1日から令和5年3月31日の間に生まれた児童
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